
国際極年（IPY）オスロ大会（2010 年 6 月）で発足： 

・ IPY 期間を通じて、ポスト IPY におけるデータマネージメントの方向性が SCADM や

IPY データ委員会等で議論されてきた。PIC は、IPY を含む南北両極のデータ収集公開

を総括する組織として、IPY 国際プログラム事務局（IPY-IPO）を中心に設立が準備さ

れ、2010 年６月の IPY オスロ大会で PIC の発起集会が盛大に行われた。 

  
（左；PIC 発起集会での ICSU Executive Director （D.Chen）の挨拶、後列左より K.Finney (SCADM), 

M.Parson (IPYDIS), T.Bruin (SCADM), R.Chen (CODATA)、右；PIC ケーキへの入刀式） 

   
（左；SCAR、IPY-IPO 等代表の参列、右；CODATA 事務局長（R.Chen）による PIC 概要説明） 

 
・ 6 月 10 日に、PIC 推進委員会が開催され（IPY Data, SCADM, CODATA 関係者、計

20 名参加）、今後の組織運営・データライセンスの付与形態・コミュニティ規範・技術

的課題等、具体的な取り組みについて意見交換を行い、関係者の役割分担を議論した。 
・ PIC ポータルによる検索の簡便さと、データ利用時のライセンス付与のため、今後極域

関連のデータに web 上で PIC バッジ（デジタル・ラベル）をつける作業が進められる。 
 

 

 

 

 

（PIC バッチ（デジタル・ラベル）） 
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